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研究会報告
図 1:膜のトポロジー転移による粒子の自発的分別
ていた粒子が､膜間距離の減少により吐き出される過程で､膜に仕切られた2つの空間に対称性
の破れが生じるという上のシナリオが正しいことを強く示唆している0
上記の研究成果は､揺らぎに起因した膜のトポロジー転移現象を基礎的に理解していく上で非
常に有用であるばかりでなく､外場による膜構造および機能の制御､膜のトポロジー変換による
粒子分別などへの応用も期待される｡
3 オニオン相の自発的生成とその粗大化の機構
次に､スポンジ-ラメラ共存相において自発的に形成されるオニオン相 (Multi-1amclarvcsi-
clc(MLV))についての研究について述べる｡MI〃は膜が同心球状に配列した構造体で､通常は流
動場下において形成されることが多くの系で示されており精力的に研究されているが､自発的形
成に関する報告は極めて少ない｡顕微鏡観察から､スポンジ相からスポンジーラメラ共存相へ浅
くクエンチしたときはMI〃が形成されるがクエンチが深いと形成されず､全く異なるパターンが
現れたことから､核生成的に転移が起こる場合にMI〃が形成され得ることが分かった｡MI〃の
成長のダイナミクスに着目し､クエンチ後のMI〃の半径Rの時間発展を調べたところ､時間に
対してR～tl/2で成長していくことを見出したが､これは拡散による周囲からの物質供給が成長
を律速していることを示しいる｡また､MLVが時間とともにガラス壁へ吸収されていく現象を見
出したが､これは曲率を有する界面と平面界面との界面濃度差により起こるGibbs-Thomson効果
を反映した蒸発 ･凝集現象として理解できることが示された｡
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